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[背景] 

現在、網膜色素変性等の疾病による失明に対し

て、人工視覚技術の研究が進められている。生体

内埋植による網膜刺激型の人工視覚システムで

は、網膜の形状に追従する柔軟性と患者への負担

が少ない低侵襲性を備えた、多点刺激技術が求め

られる。我々はこれまで、分散型構造による

CMOS を用いた網膜刺激デバイスの開発、実証を

進めてきた[1,2]。この構造は、小型の CMOS 神

経刺激デバイスをフレキシブル基板上に分散配

置することで、柔軟性と少配線での制御を両立さ

せ、多点刺激を実現させる上で有効である。本発

表では、故障時の安全性のために、高周波による

駆動制御の回路構成を設計したデバイス[3]の、

駆動検証を行った。 

 

[デバイス概要] 

Fig. 1 に今回駆動検証に用いた、AC 駆動型網

膜刺激デバイスの回路ブロック図を示す。 

 

Fig. 1 Block diagram of AC-operated neural 

stimulator. 

デバイスは、AC信号(10 Vpp,100 MHz~10 GHz)

から整流器およびレギュレータを介して 3.3 Vの

直流を生成し、チップの駆動電力を供給する。制

御信号は振幅偏移変調（ASK）によって AC信号

入力に重畳して入力し、復調回路によって復調後、

刺激のスイッチ切り替えに用いる。AC信号入力

によるチップ動作および、ASK 変調からの制御

信号復調のシミュレーションを行い、AC信号の

整流、レギュレータでの安定化による 3.3Vのチ

ップ駆動電圧の確保、AC 信号に ASK で重畳さ

れた制御信号の復調、および、その制御信号によ

る刺激スイッチの動作を確認した。 

 

[デバイスの試作] 

AC 駆動型網膜刺激デバイスを 0.35µm, 2-poly, 

4-metal 標準 CMOS プロセスで設計・試作した。

Fig. 2 に回路のレイアウトを示す。現在、試作し

たデバイスに対する駆動検証試験を行っている。 

 

Fig. 2 Layout of all circuits. 
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